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1．全国健康保険協会（協会けんぽ）について 

2 



国民健康保険（Ｈ28年3月末） 

1,716市町村 3,182万人、 
164国保組合 286万人 

全国健康保険協会（Ｈ30年9月末） 

約3,921万人 

健康保険組合（Ｈ30年4月1日現在） 

1,389組合、2,961万人 
 

     

共済組合 
（Ｈ28年3月

末） 

85組合、 
877万人 

後 
期 
高 
齢 
者 
医 
療 
制 
度 

 
（Ｈ29年9月末速報） 

47広域連合 
1,666万人 

現
役
世
代
が
医
療
費
を
負
担 

75歳 0～74歳 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン 

自
営
業
、 

無
職
等 

1,123事業所 
（Ｈ28年度） 

774事業所 
（Ｈ28年度） 

協会から独立 

各医療保険者の位置づけ 協会の事業所規模別構成（H30年9月末） 
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全国健康保険協会（協会けんぽ）について 
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約217万 

事業所 

従業員 
1000人以上 
0.05％ 

従業員 
100～999人 
1.43％ 

従業員30～99人 
4.56％ 

従業員10～29人 
12.85％ 

従業員5～9人 
16.61％ 

従業員3・4人 
16.23％ 

従業員2人以下 
48.27％ 

○  約3,900万人（国民の3.3人に1人）が加入する日本最大の医療保険者。 

○  中小企業・小規模事業所が多く、事業所全体の約8割が従業員9人以下。 

○  東京支部は、協会けんぽ全体の1割以上（470万人）を占める最大の支部。 



２．協会けんぽの現状 
～ ジェネリック医薬品の使用割合 ～ 
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ジェネリック医薬品使用割合（推移） 
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ジェネリック医薬品の使用割合（数量ベース・調剤分） 

東京支部 全支部計 

注1.  協会けんぽ（一般分）の調剤レセプト（電子レセプトに限る）について集計したもの（算定ベース）。 
注2.「数量」とは、薬価基準告示上の規格単位ごとに数えた数量。 
注3.「使用割合」は、[後発医薬品の数量]÷([後発医薬品のある先発医薬品の数量]＋[後発医薬品の数量])で算出。 
  医薬品の区分は、厚生労働省「各先発医薬品の後発医薬品の有無に関する情報」による。速報値。 

 ○ 平成30年11月現在 ： 東京支部76.0％（全支部平均：78.1％） 

※医科、DPC、歯科を含めると 
 使用割合が2～3％下がる。 
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 ジェネリック医薬品使用割合（都道府県別） 

87.0% 

76.0% 

65%

70%

75%

80%

85%

90%

沖
縄 

鹿
児
島 

岩
手 

宮
崎 

宮
城 

山
形 

富
山 

島
根 

長
野 

新
潟 

佐
賀 

鳥
取 

熊
本 

北
海
道 

青
森 

群
馬 

石
川 

福
井 

長
崎 

秋
田 

静
岡 

山
口 

栃
木 

三
重 

福
島 

愛
知 

福
岡 

滋
賀 

埼
玉 

千
葉 

岡
山 

兵
庫 

愛
媛 

大
分 

岐
阜 

茨
城 

奈
良 

神
奈
川 

東
京 

広
島 

京
都 

和
歌
山 

大
阪 

香
川 

山
梨 

高
知 

徳
島 

ジェネリック医薬品の使用割合（数量ベース・調剤分） 

平成30年11月 

令和２年9月 目標： 80％ 

全支部平均 ：78.1％ 

 ○ 東京は 全支部平均に比べ、約2％低い。 

※医科、DPC、歯科を含めると 
 使用割合が2～3％下がる。 
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（※ 協会けんぽ加入者の調剤データより） 

 ジェネリック医薬品使用割合（年齢別） 
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年齢別 ジェネリック医薬品の使用割合（平成30年10月） 
協会けんぽ東京支部 協会けんぽ全支部平均 

子供（特に15歳未満）が低い。 

高齢者（特に70歳以上）が低い。 

しかも、1人あたり調剤数量が多い。 

調剤 
単位 

○  子供 と 高齢者 の 使用割合が低い。 

（※ 協会けんぽ加入者の調剤データより） 
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性年齢別 ジェネリック医薬品の使用割合（平成27年5月） 

男性 女性 

特に40代後半から女性が低い。 

少し古いデータですが 

 ジェネリック医薬品使用割合（性年齢別） 
 ○ 女性 の 使用割合が低い。 

（※ 協会けんぽ加入者の調剤データより） 



以上 ～ 未満 色
～ 60%

60% ～ 70%
70% ～ 80%
80% ～

ジェネリック医薬品使用割合（医療機関及び薬局所在地ベース（平成30年10月））

ジェネリック医薬品使用割合（医療機関及び薬局所在地ベース（平成30年10月））
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最低（新宿区 ：59.3％） 

最高（東大和市：84.2％） 都内平均 
70.9％ 

 ジェネリック医薬品使用割合（市区町村別） 

 ○ 都心部 ほど 使用割合 が 低い傾向。 

※ 調剤数量が一定以下の地域は白色。 
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【参考】 国家財政の現状 
～ ジェネリック医薬品使用拡大の必要性 ～ 
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• 日本の債務残高は主要先進国で最悪水準（対GDP比240％）。 

• 増え続ける社会保障費（内1/3は医療費）が国家財政を圧迫。 

• 財政が破綻したら医療も崩壊。国民皆保険を維持する為に適正化を。 

11 

資料出典： 

 財務省HP 

 厚労省HP 日本 

医療費 

まだ伸びる！ 

医療費の増大が国家財政を圧迫 



• ジェネリック医薬品の使用割合は約7割。 

• 先発品からジェネリックに切り替わると、 
調剤数量1単位あたり平均34円の節減。 

• 協会けんぽ東京支部470万人の使用割合が 
80％になれば、年間54億円の節減。 

（⇒ 保険料率 9.90％ → 9.85％ に相当） 
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医療費 の『2割は調剤』 

歯科 

調剤 

医科 

外来 

医科 

入院 

調剤は医療費の２割 

薬剤

費 

その

他 

薬剤費は調剤の７割 

先発品 

より安い 

Ｇ薬 

G薬 

より高い 

先発品 

G薬なし 

先発品 

その他 

（漢方薬 

など） 

数量ベース 

先発品 

より安い 

Ｇ薬 

G薬 

より高い 

先発品 

G薬なし 

先発品 

その他 

（漢方薬 

など） 

金額ベース 

159 
億円 

223 
億円 

619 
億円 

ジェネリック 

使用割合の 

『分子』 

使用割合 
は現在 
約7割 

資料出典： 

 平成28年度 
 協会けんぽ 
 東京支部の 
 医療費より 1,524 

億円 

H28医療費7,085億円 

（協会けんぽ東京支部） 

1,084 

億円 

（1,084億円） 

（23億単位） 

（令和元年度） 
4億 
単位 

4億 
単位 

9億 
単位 

13億 
単位 

ジェネリック 

使用割合の 

『分母』 

医療費 の『2割は調剤』 



＜推計の前提＞ 
• 協会けんぽの調剤データから推計した、 
『調剤数量1単位あたり平均34円の節減』が 
全ての医療保険者で期待できると仮定。 
 

＜推計の考え方＞ 
• 日本全体の調剤医療費（7兆4,000億円）は、 
協会けんぽ東京支部（1,500億円）の約50倍。 
  

 ↓ 
 

• 『ジェネリック薬70％→80％』の財政効果が、 
協会けんぽ東京支部で年間50億円なら、 
日本全体では年間2,500億円（ ＝50億円×50） 
…と推計できます。 
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ジェネリック拡大の財政効果＜簡易推計＞ 



３．協会けんぽの取り組み 
～ ジェネリック医薬品の使用促進 ～ 
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 協会けんぽの主な取り組み 

など 

• ジェネリック医薬品希望シールの配布 

• ジェネリック医薬品への切替による軽減額の通知 

• 各種媒体を利用した広報 

 加入者 

• 自局の調剤状況に基づくジェネリック医薬品に関するお知らせ 

• ジェネリック医薬品処方実績リスト 

 医療提供者 

• ジェネリックカルテ 

 データを活用した分析 

NEW 
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対象を 
更に拡大 

 加入者への主な取り組み 加入者 

•ジェネリック医薬品希望シールの配布 全ての加入者に 

•ジェネリック医薬品への切替による軽減額の通知 

先発医薬品を 

服用中の加入者に 

• ジェネリック医薬品に関すること、協会けんぽの取り

組み内容について、各種媒体を使った広報 

（関係団体広報紙、ホームページ、メールマガジン、Web広告、ラジオ等） 

広 報 
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被保険者証に貼るだけなので、 
簡単に意思を伝えられる。 

交付枚数（年間）は 
東京支部 約181万枚 
協会全体 約974万枚 

※ 実際に貼るかは 
  加入者の任意。 

「お薬手帳」用の 
大きなシールも 

ジェネリック医薬品希望シールの配布 加入者 
① 

○ 被保険者証の交付するときや「ジェネリック医薬品への切替による軽減額 
通知」を送付するときに同封。 
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   ジェネリック医薬品への切替による軽減額の通知① 加入者 
② 

○ 『服薬中の先発医薬品名』と『軽減可能額（の下限）』などをお知らせ。 
  （通知対象条件は毎年度見直し。） 

←通知書 
 （見本） 
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  ジェネリック医薬品への切替による軽減額の通知② 加入者 
② 

○ ジェネリック医薬品に関することに加え、医療保険制度の厳しい現状なども 
併せて広報。（内容は毎年度見直し。） 

←通知書に同封する 
 リーフレット 
 （見本） 
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  ジェネリック医薬品への切替による軽減額の通知③ 加入者 
② 

年 度 通知件数 切替件数 切替率 コスト 軽減額（※） 

平成21年度 約145万件 約38万件 26.2％ 約7.5億円 約69.6億円 

平成22年度 約55万件 約11万件 21.5％ 約4.7億円 約16.8億円 

平成23年度 約105万件 約25万件 23.8％ 約5.0億円 約39.3億円 

平成24年度 約124万件 約31万件 25.2％ 約4.8億円 約48.0億円 

平成25年度 約184万件 約47万件 25.5％ 約2.4億円 約83.1億円 

平成26年度 約330万件 約89万件 26.6％ 約3.9億円 約157.7億円 

平成27年度 約375万件 約107万件 28.5％ 約4.0億円 約188.5億円 

平成28年度 約610万件 約154万件 25.3％ 約6.1億円 約270.0億円 

平成29年度 約704万件 約215万件 30.5％ 約7.7億円 約435.6億円 

合計（全支部） 約2,630万件 約716万件 27.2％ 約46.1億円 約1,308億円 

再掲（東京支部） 約307万件 約78万件 25.4％ － 約147億円 

（※）1ヶ月あたりの軽減効果額を年間に換算（×12ヶ月）した単純推計。 

○累計の財政効果は協会全体で約1,308億円 
 

 ⇒実施コスト約46.1億円を大きく上回る費用対効果。 

※端数処理のため、合計が一致しない場合がある。 
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各種媒体を活用した広報の実施 加入者 
③ 

○ 協会けんぽ内だけではなく、各種媒体を活用した広報の実施。 
（関係団体広報紙、ホームページ、メールマガジン、Web広告、ラジオ 等） 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
Ｑ
＆
Ａ 

（
加
入
者
向
け
） 

 
↓

 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
説
明
チ
ラ
シ 

（
加
入
者
向
け
） 

 
↓
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 医療提供者への主な取り組み 医療 
提供者 

＋ 

• 「自局の調剤状況に基づくジェネリック医薬品に 

関するお知らせ」 

協会けんぽ東京支部加入者の受診実績に基づく都内約6,000薬局にお

ける自局の位置づけのお知らせ。（今年度も都内の全保険薬局に送付予定） 

保険薬局に 

• ジェネリック医薬品処方実績リスト 

協会けんぽ東京支部加入者の医薬品使用実績より作成予定。 

協会けんぽ 

ホームページで 

ご案内 

〈医療機関〉 
○「自局の調剤状況に基づくジェネリック医薬品に関する 
お知らせ」は、医療機関版（院内・院外処方版）も準備中。 



〒

〒164-8540

東京都中野区中野4-10-2

中野セントラルパークサウス　7階

TEL： 03-6853-6111（代表）

5.4% 13.1% 11.4% 0.0% 28.9%

59.9% 80.2% 90.0% 64.0% 38.5% 65.8%都平均

83.4% 69.9% 87.0% 89.4% 66.6% 72.7% 36.7% 74.2%全国平均
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75.6% 66.1%

320 300

23.8% 53.8%

35.3% 38.4%

42.7% 46.8%

後発品のある先発医薬品の調剤数量

999,999 27,964 22,867

99,999 5,420 4,084

6.貴薬局における後発品数量割合向上に寄与する上位10医薬品

　全国健康保険協会（協会けんぽ）の事業運営につきまして、平素より格段のご高配を賜り、

厚くお礼申し上げます。

　さて、平成29年6月の閣議決定において「2020年9月までにジェネリック医薬品（以下、後発品）の

使用割合を80%以上とし、できる限り早期に達成できるよう、更なる使用促進策を検討する。」と

定められました。

　協会けんぽといたしましても、加入者の方のお薬代や保険料の負担軽減に繋がることから、

後発品の普及促進の取組を積極的に進めています。この取組の一環として、協会けんぽ加入者の方の

レセプトを集計し、地域における後発品使用割合等について、薬局様へ情報提供を行っております。

　後発品の取扱をご検討される際の参考資料として、ご活用いただければ幸いです。

　適正に使用したにもかかわらず副作用による一定の健康被害が生じた際に

は、先発医薬品、ジェネリック医薬品のいずれの使用であっても、製造販売

業者の社会的責任に基づく拠出金等を財源とした「医薬品等副作用被害救済

制度（※）」の対象となり得ます。ジェネリック医薬品であるという理由で救

済制度の対象から外れるということはありません。

協会けんぽ薬局　御中

先発品から後発品に変更後、患者に副作用が発生した場合の責任は？

　医師が先発医薬品を適正に処方し、変更不可欄に「レ」または「×」の印等のない処方箋について、薬剤

師が適正に先発医薬品からジェネリック医薬品に変更した場合には、仮にその医薬品により副作用被害が発

生したとしても、医師や薬剤師にその副作用の責任が生じるものではありません。

※医薬品等副作用被害救済制度についてはPMDAのホームページをご覧ください。

数

量

 貴薬局の調剤数量

金

額

 貴薬局にて調剤した医薬品の薬剤金額

後発品金額割合（10割）

後発品数量割合

厚生労働省：「ジェネリック医薬品への疑問に答えます　～ジェネリック医薬品Q&A～」より　

110 人

後発品を調剤した加入者割合

マイザークリーム

０．０５％

マイザー軟膏０．

０５％

1.協会けんぽ加入者への調剤状況

協会けんぽ薬局

人

数

 貴薬局にて調剤した協会けんぽの加入者数 9,999 人 180 人 150 人

後発品を調剤した加入者数

999-9999

中野区中野9-9-9

全国健康保険協会 東京支部

999,999 円 1,674,228 円 1,163,139 円

後発品の薬剤金額（10割）

貴薬局 二次医療圏平均 都 平 均

999 人 122 人

10.0 ％ 67.7 ％ 73.5 ％

9,999 12,483 11,002

9.1 ％ 69.7 ％ 72.9 ％

99,999 円 248,996 円 202,760 円

後発品の調剤数量

10.0 ％ 14.9 ％ 17.4 ％

※本紙に掲載している情報は、協会けんぽ 平成30年10月診療分の調剤レセプトにもとづいて作成しています。

～貴薬局の調剤状況について～

ジェネリック医薬品に関する

お知らせ後発品数量割合向上に寄与する上位10医薬品をお知らせします。

国目標80%に達していない医薬品は、特に後発品の使用促進にご協力をお願いします。

「貴薬局」「二次医療圏」「都平均」の後発品にかかる調剤状況をお知らせします。
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（単位：千）

23 

貴薬局の 
処方実績を 
情報提供 

（※ 協会けんぽ加入者の調剤データより） 

① 

保険薬局へのお知らせ（A3版・表面） 医療 
提供者 

⑥ 送付件数は、 
平成28年度：約 500薬局 
平成29年度：約1,200薬局 
平成30年度：約6,200薬局 
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貴薬局の 
薬効分類別 
処方割合を 
情報提供 

患者への 
アンケート
結果を紹介 

（※ 協会けんぽ加入者の調剤データより） 

③ 

保険薬局へのお知らせ（A3版・裏面） 医療 
提供者 

53.1%

数量①＋②

①後発あり先発品数量

②後発品数量

後発品数量割合

2,789 6,412

23.6% 42.9% 55.9% 58.0% 43.2% 46.9% 69.3%

139 315 1,763 3,481 2,222

6,002

5.貴薬局の年齢別後発品数量割合

0～9

歳

10～19

歳

20～29

歳

30～39

歳

40～49

歳

3,378

1,584

1,794

5,139 5,945 9,252

448 419 1,390 2,521 2,917 3,156 2,840

586 734 3,153

50.3%

その他の代謝性

医薬品
感覚器官用薬

55.7%

76.7%

外皮用薬 循環器官用薬 消化器官用薬 呼吸器官用薬 血液・体液用薬

85.4%

50～59

歳

60～69

歳

後

発

品

数

量

割

合

貴薬局

都平均

全国平均

77.7% 34.1%

3,019 2,195 1,880 1,736 1,563

66.5%

77.0%

中心

3.後発品数量割合と処方せんの集中状況による貴薬局の位置づけ

70歳

以上

2.後発品数量割合と一般名処方が含まれるレセプト割合による貴薬局の位置づけ

65.1%

44.9% 34.2% 50.9% 67.1% 50.3%

4.貴薬局の薬効分類別後発品数量割合

590 560 310 122

中枢神経系用薬 アレルギー用薬

後発あり

先発品数量
3,076

71.1%

80.5% 95.1% 67.9%

抗生物質製剤

20.2%

64.9% 47.4% 75.8% 80.6% 71.1% 94.8% 64.0%

68.2% 72.1% 50.6% 82.1%

●地域（都道府県）の薬局

貴薬局（2018.10)

0%

25%

50%

75%

100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0%

25%

50%

75%

100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0%

25%

50%

75%

100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0%

25%

50%

75%

100%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0%

25%

50%

75%

100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0%

25%

50%

75%

100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

貴薬局（2018.10)

●地域（都道府県）の薬局◆貴薬局（2018.03)

貴薬局における「後発あり先発品」の数量が多い薬効分類上位10種をお知らせします。

国目標80%に達していない薬効は、特に後発品の使用促進にご協力をお願いします。

貴薬局における年齢別後発品数量割合をお知らせします。

国目標80％に達していない年齢については、特に後発品の使用促進にご協力をお願いします。

「後発品数量割合（縦軸）」と「一般名処方が含まれるレセプト割合（横軸）」をもとに

貴薬局の位置づけをお知らせします。地域の後発品使用状況を参考にしていただくとともに、

さらなる後発品の使用促進にご協力をお願いします。

「後発品数量割合（縦軸）」と「処方せん集中率（横軸）」をもとに、

貴薬局の位置づけをお知らせします。地域の後発品使用状況を参考にしていただくとともに、

さらなる後発品の使用促進にご協力をお願いします。
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※円の大きさ＝後発あり先発品数量 +後発品数量
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◆

◆貴薬局（2018.03) ◆

（単位：千）

※処方せん集中率は、主たる医療機関（処方せん発行数が最大の医療機関）からのレセプトが占める割合

② 

③ 

④ 

⑤ 
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（※ 協会けんぽ加入者の調剤データより） 

保険薬局へのお知らせ① 医療 
提供者 

○ 自局と平均を比較した「調剤状況」をお知らせ。 

後発品のある先発医薬品の調剤数量

999,999 27,964 22,867

99,999 5,420 4,084数

量

 貴薬局の調剤数量

金

額

 貴薬局にて調剤した医薬品の薬剤金額

後発品金額割合（10割）

後発品数量割合

110 人

後発品を調剤した加入者割合

1.協会けんぽ加入者への調剤状況

協会けんぽ薬局

人

数

 貴薬局にて調剤した協会けんぽの加入者数 9,999 人 180 人 150 人

後発品を調剤した加入者数

999,999 円 1,674,228 円 1,163,139 円

後発品の薬剤金額（10割）

貴薬局 二次医療圏平均 都 平 均

999 人 122 人

10.0 ％ 67.7 ％ 73.5 ％

9,999 12,483 11,002

9.1 ％ 69.7 ％ 72.9 ％

99,999 円 248,996 円 202,760 円

後発品の調剤数量

10.0 ％ 14.9 ％ 17.4 ％

「貴薬局」「二次医療圏」「都平均」の後発品にかかる調剤状況をお知らせします。
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右下ほど 大規模 かつ  

ジェネリックに消極的 

（※ 協会けんぽ加入者の調剤データより） 

保険薬局へのお知らせ② 医療 
提供者 

2.後発品数量割合と一般名処方が含まれるレセプト割合による貴薬局の位置づけ

貴薬局（2018.10)
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●地域（都道府県）の薬局◆貴薬局（2018.03)

「後発品数量割合（縦軸）」と「一般名処方が含まれるレセプト割合（横軸）」をもとに

貴薬局の位置づけをお知らせします。地域の後発品使用状況を参考にしていただくとともに、

さらなる後発品の使用促進にご協力をお願いします。

後
発
品
数
量
割
合
（
％
）

一般名処方が含まれるレセプト割合（％）

目標80%

◆

○ 自局の「一般名処方が含まれるレセプト割合」をお知らせ。 
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3.後発品数量割合と処方せんの集中状況による貴薬局の位置づけ

●地域（都道府県）の薬局
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貴薬局（2018.10)

「後発品数量割合（縦軸）」と「処方せん集中率（横軸）」をもとに、

貴薬局の位置づけをお知らせします。地域の後発品使用状況を参考にしていただくとともに、

さらなる後発品の使用促進にご協力をお願いします。

後
発
品
数
量
割
合
（
％
）

処方せん集中率（％）

目標80％

◆貴薬局（2018.03) ◆

※処方せん集中率は、主たる医療機関（処方せん発行数が最大の医療機関）からのレセプトが占める割合

保険薬局へのお知らせ③ 医療 
提供者 

○ 「主たる医療機関からの処方せんの集中率」をお知らせ。 
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50.3%

その他の代謝性

医薬品
感覚器官用薬

55.7%

76.7%

外皮用薬 循環器官用薬 消化器官用薬 呼吸器官用薬 血液・体液用薬

85.4%

後

発

品

数

量

割

合

貴薬局

都平均

全国平均

77.7% 34.1%

3,019 2,195 1,880 1,736 1,563

66.5%

77.0%

65.1%

44.9% 34.2% 50.9% 67.1% 50.3%

4.貴薬局の薬効分類別後発品数量割合

590 560 310 122

中枢神経系用薬 アレルギー用薬

後発あり

先発品数量
3,076

71.1%

80.5% 95.1% 67.9%

抗生物質製剤

20.2%

64.9% 47.4% 75.8% 80.6% 71.1% 94.8% 64.0%

68.2% 72.1% 50.6% 82.1%

貴薬局における「後発あり先発品」の数量が多い薬効分類上位10種をお知らせします。

国目標80%に達していない薬効は、特に後発品の使用促進にご協力をお願いします。
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（単位：千）

保険薬局へのお知らせ④ 医療 
提供者 

○ 自局の「『後発あり先発品』の数量が多い薬効分類」をお知らせ。 
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53.1%

数量①＋②

①後発あり先発品数量

②後発品数量

後発品数量割合

2,789 6,412

23.6% 42.9% 55.9% 58.0% 43.2% 46.9% 69.3%

139 315 1,763 3,481 2,222

6,002

5.貴薬局の年齢別後発品数量割合

0～9

歳

10～19

歳

20～29

歳

30～39

歳

40～49

歳

3,378

1,584

1,794

5,139 5,945 9,252

448 419 1,390 2,521 2,917 3,156 2,840

586 734 3,153

50～59

歳

60～69

歳

70歳

以上

貴薬局における年齢別後発品数量割合をお知らせします。

国目標80％に達していない年齢については、特に後発品の使用促進にご協力をお願いします。

0～9歳

10～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上
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※円の大きさ＝後発あり先発品数量+後発品数量

目標80%

保険薬局へのお知らせ⑤ 医療 
提供者 

○ 自局の「患者の年齢別後発医薬品数量割合」をお知らせ。 
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6.貴薬局における後発品数量割合向上に寄与する上位10医薬品

マイザークリーム

０．０５％

マイザー軟膏０．

０５％

320 300

23.8% 53.8%

35.3% 38.4%

42.7% 46.8%

38.9% 33.1% 0.0%貴薬局

ムコダイン錠５０

０ｍｇ

オノンカプセル１

１２．５ｍｇ

ムコスタ錠１００

ｍｇ

セレニカＲ錠２０

０ｍｇ

タリオン錠１０ｍ

ｇ

アレロック錠５

５ｍｇ

アンテベート軟膏

０．０５％

エパデールＳ９０

０　９００ｍｇ

後発あり

先発品数量
1,417 1,167 1,039 540 462 452 395 340

後

発

品

数

量

割

合

75.6% 66.1% 38.5% 65.8%都平均

83.4% 69.9% 87.0% 89.4% 66.6% 72.7% 36.7% 74.2%全国平均

5.4% 13.1% 11.4% 0.0% 28.9%

59.9% 80.2% 90.0% 64.0%

後発品数量割合向上に寄与する上位10医薬品をお知らせします。

国目標80%に達していない医薬品は、特に後発品の使用促進にご協力をお願いします。
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（単位：千）

保険薬局へのお知らせ⑥ 医療 
提供者 

○ 自局の「処方医薬品の中で後発医薬品使用割合向上に寄与する医薬品」をお知らせ。 
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ジェネリック医薬品処方実績リスト 医療 
提供者② 

○ 協会けんぽ東京支部加入者の医薬品使用実績より、「ジェネリック医薬品処方実績
リスト」を作成予定。 

○ 医療機関・薬局が、ジェネリック医薬品を採用する際の参考としていただく。 

協会けんぽ東京支部のホームページに掲載予定 

「ジェネリック医薬品処方実績リスト」（イメージ） 

【レイアウト】検討中 

  例えば… 

  ○ 薬効分類4桁順に掲載。 

  ○ 先発医薬品の下に、対応するジェネリック医薬品掲載。 

機関数 患者数 数量医薬品コード 薬価基準コード 商品名 メーカ名 薬価No.
薬効分類

4桁
剤形
区分

一般名処方の標準的な記載 単位
先発
後発

516 2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 先発 612170710 2171022F2025 ノルバスク錠５ｍｇ ファイザー 43.4 1,659 3,433 148,108

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007870 2171022F2289 アムロジピン錠５ｍｇ「サワイ」 沢井製薬 18.7 600 2,670 111,910

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007880 2171022F2343 アムロジピン錠５ｍｇ「トーワ」 東和薬品 18.7 569 2,378 102,995

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007885 2171022F2386 アムロジピン錠５ｍｇ「明治」 ＭｅｉｊｉＳｅｉｋａファルマ 18.7 461 2,149 92,863

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007856 2171022F2068 アムロジピン錠５ｍｇ「ＥＭＥＣ」 エルメッドエーザイ 18.7 397 1,825 81,919

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007854 2171022F2203 アムロジピン錠５ｍｇ「アメル」 共和薬工 18.7 218 1,675 77,329

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007871 2171022F2017 アムロジピン錠５ｍｇ「サンド」 サンド 12.9 315 1,410 71,861

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007881 2171022F2351 アムロジピン錠５ｍｇ「日医工」 日医工 18.7 311 1,476 62,535

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007853 2171022F2190 アムロジピン錠５ｍｇ「あすか」 あすか製薬 22.7 249 1,105 48,604

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007868 2171022F2262 アムロジピン錠５ｍｇ「ケミファ」 日本薬工 22.7 199 1,178 48,490

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 621852402 2171022F2408 アムロジピン錠５ｍｇ「ＤＳＥＰ」 第一三共エスファ 18.7 168 841 37,864

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007872 2171022F2092 アムロジピン錠５ｍｇ「ＪＧ」 日本ジェネリック 18.7 148 619 28,246

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 621853203 2171022F2440 アムロジピン錠５ｍｇ「杏林」 キョーリンリメディオ 18.7 140 640 26,365

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007886 2171022F2181 アムロジピン錠５ｍｇ「ＹＤ」 陽進堂 18.7 118 555 24,870

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007864 2171022F2238 アムロジピン錠５ｍｇ「オーハラ」 大原薬品工業 18.7 70 322 13,932

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007861 2171022F2122 アムロジピン錠５ｍｇ「ＮＰ」 ニプロ 18.7 65 297 12,174

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007865 2171022F2246 アムロジピン錠５ｍｇ「科研」 ダイト 18.7 65 292 11,956

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007878 2171022F2165 アムロジピン錠５ｍｇ「ＴＣＫ」 辰巳化学 18.7 36 208 8,549

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 621847303 2171022F2432 アムロジピン錠５ｍｇ「ＱＱ」 救急薬品工業 22.7 42 211 8,373

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007876 2171022F2327 アムロジピン錠５ｍｇ「タナベ」 ニプロＥＳファーマ 18.7 40 200 8,008

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007867 2171022F2106 アムロジピン錠５ｍｇ「ＫＮ」 小林化工 18.7 26 163 7,039

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007860 2171022F2130 アムロジピン錠５ｍｇ「ＮＳ」 日新（山形） 18.7 29 183 6,830

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007857 2171022F2211 アムロジピン錠５ｍｇ「イセイ」 コーアイセイ 18.7 16 150 6,126

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007873 2171022F2050 アムロジピン錠５ｍｇ「ＣＨ」 長生堂 18.7 26 123 4,760

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 622029602 2171022F2017 アムロジピン錠５ｍｇ「クニヒロ」 皇漢堂製薬 12.9 22 73 3,089

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007875 2171022F2319 アムロジピン錠５ｍｇ「タカタ」 高田製薬 18.7 16 67 2,864

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007874 2171022F2300 アムロジピン錠５ｍｇ「タイヨー」 大興製薬 18.7 16 58 2,819

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007879 2171022F2173 アムロジピン錠５ｍｇ「ＴＹＫ」 コーアバイオテックベイ 18.7 13 65 2,630

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 621857103 2171022F2424 アムロジピン錠５ｍｇ「ＮｉｋＰ」 日医工ファーマ 18.7 --- 57 1,996

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007877 2171022F2335 アムロジピン錠５ｍｇ「ツルハラ」 鶴原製薬 18.7 --- 44 1,769

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 621948501 2171022F2017 アムロジピン錠５ｍｇ「ＢＭＤ」 ビオメディクス 12.9 --- --- 85

2171 内服 【般】アムロジピン錠５ｍｇ 錠 後発 620007862 2171022F2084 アムロジピン錠５ｍｇ「Ｆ」 富士製薬工業 22.7 --- --- 60

※レイアウトは検討中 
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•ジェネリックカルテの作成 
現状分析・ 

課題の把握 

※ 一般名処方率や院内・院外それぞれにおける使用割合、患者の拒否割合など。 

○地域ごとに、医療機関・薬局及び患者それぞれの視点から 

ジェネリック医薬品使用促進の阻害要因※を「見える化」。 

○重点的に取り組むべき分野を明確にし、今後の取り組みに反映。 
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院外処方ジェネリック医薬品使用割合 一般名処方率

13 東京 40 70.9 35 72.9 - 3.9 37 72.9 - 0.9 36 73.0 - 3.0 38 47.9 - 2.0 44 29.7 - 0.4 34 51.1 - 1.8

- 全体 - 74.6 - 77.5 - - 76.9 - - 77.8 - - 52.7 - - 33.8 - - 57.1 -

都
道
府
県
コ
ー
ド

都道府
県名
※1

院外処方

病院 診療所病院 診療所

ジェネリック医薬
品使用割合（全
体）
（※2、3、4、5）

13 東京 40 70.9 35 72.9 - 3.9 33 80.4 59 83.2 38 21.8 - 3.7 42 60.2 - 0.2

- 全体 - 74.6 - 77.5 - - 85.2 - 77.2 - 17.3 - - 63.6 -

都
道
府
県
コ
ー
ド

都道府
県名
※1

調剤ジェネリック医薬品使
用割合
（院外処方再掲）

一般名処方限定
調剤ジェネリック
医薬品使用割合
（※8）

院外処方率
（※9）

加入者ジェネリック拒否割
合
（※10）

公費対象者ジェネリック医
薬品使用割合
（※11）

【薬局の視点】 【患者の視点】

ジェネリック医薬
品使用割合（全
体）
（※2、3、4、5）

① 

① 
② 

「地域別ジェネリックカルテ（都道府県別）」 

データ 
分 析 

【医療機関の視点】

偏差値 指標数値
影響度

（※13）

13 東京 40 70.9 40 59.5 - 0.8 52 82.0 + 0.0 41 55.8 - 0.3 37 56.6 - 0.6 59 16.8

- 全体 - 74.6 - 64.6 - - 81.4 - - 62.6 - - 63.1 - - 22.8

都
道
府
県
コ
ー
ド

都道府
県名
※1

院内処方

院内処方ジェネリック医薬品使用割合

病院 診療所

外来 院内処方率
（※6）

入院

ジェネリック医薬
品使用割合（全
体）
（※2、3、4、5）

緑色：偏差値50以上の項目  
赤色：偏差値50以下の項目  
※色が濃いほど偏差値が高い（低い） 

課題は次ページへ 

二次医療圏別、区市町村別版などもあります 

① 
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【全体と比べた東京支部の課題（例）】 

データ 
分 析 

 

① 一般名処方率自体が低い。 

 

全体的に赤色で多くの課題があるが、例えば次のような課題が考えられる。 

② 患者のジェネリック医薬品拒否割合が高い。              

＜ジェネリック医薬品使用割合＞ 
東京都全体：70.9%（一般名処方限定すると：80.4%） 

＜一般名処方率＞ 
東京都全体：47.9%（全支部平均：52.7%） 

＜ジェネリック拒否割合＞ 
東京都全体：21.8%（全支部平均：17.3%） 

• 一般名処方限定の方がジェネリック医薬品の使用割合は高くなる。
⇒だが、一般名処方率自体が低い。 
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【医療機関の視点】

院外処方ジェネリック医薬品使用割合 一般名処方率

偏差値 指標数値
影響度

（※13）

01 北海道 56 76.9 54 66.5 + 0.4 45 80.0 - 0.0 53 65.0 + 0.2 52 64.3 + 0.1 55 19.3 56 79.3 + 1.4 58 79.3 + 0.8 54 79.2 + 0.7 45 50.8 - 0.8 49 32.9 - 0.1 51 57.4 + 0.1 56 79.3 + 1.4 58 87.4 55 80.7 56 15.0 + 1.9 54 65.1 + 0.1 64 + 2.7

02 青森 59 78.0 68 73.4 + 1.5 51 81.7 + 0.0 49 61.7 - 0.0 73 75.1 + 1.5 58 17.1 54 78.9 + 1.2 43 74.7 - 0.5 58 80.4 + 1.6 44 50.2 - 1.0 41 27.1 - 0.7 44 55.0 - 0.6 54 78.9 + 1.2 63 89.0 58 82.9 68 10.7 + 5.5 43 60.6 - 0.2 65 + 2.8

03 岩手 68 81.6 62 70.5 + 1.0 57 83.7 + 0.0 63 72.8 + 0.3 59 67.9 + 0.6 58 17.5 70 83.8 + 5.3 73 84.1 + 1.8 68 83.7 + 3.5 57 55.6 + 1.2 48 32.6 - 0.1 60 61.0 + 1.1 70 83.8 + 5.3 68 90.4 58 82.5 66 11.4 + 4.9 69 71.3 + 0.5 53 + 1.8

04 宮城 60 78.4 57 68.2 + 0.7 50 81.5 + 0.0 48 61.3 - 0.0 60 68.3 + 0.7 57 18.3 60 80.7 + 2.6 56 78.8 + 0.4 61 81.3 + 2.2 50 52.6 - 0.0 45 30.1 - 0.4 50 57.0 - 0.0 60 80.7 + 2.6 61 88.4 57 81.7 61 13.2 + 3.3 55 65.6 + 0.1 53 + 1.8

05 秋田 55 76.6 47 63.1 - 0.2 59 84.1 + 0.1 60 70.0 + 0.2 40 58.1 - 0.6 60 16.2 55 79.2 + 1.4 63 80.9 + 1.3 51 78.2 + 0.2 55 54.8 + 0.9 71 48.3 + 2.2 49 56.9 - 0.1 55 79.2 + 1.4 58 87.6 60 83.8 55 15.3 + 1.6 57 66.6 + 0.2 61 + 2.5

06 山形 61 78.6 65 72.0 + 1.7 54 82.5 + 0.0 56 67.0 + 0.1 66 71.7 + 1.5 51 22.3 60 80.5 + 2.4 55 78.4 + 0.4 61 81.4 + 2.0 61 57.2 + 1.7 53 36.2 + 0.3 62 61.8 + 1.2 60 80.5 + 2.4 61 88.3 51 77.7 57 14.6 + 2.2 62 68.7 + 0.3 43 + 0.9

07 福島 55 76.7 62 70.5 + 1.3 49 81.1 - 0.0 54 65.6 + 0.2 65 70.9 + 1.2 50 23.1 53 78.5 + 0.7 48 76.2 - 0.1 55 79.3 + 0.9 46 51.0 - 0.6 32 21.1 - 1.3 52 57.8 + 0.2 53 78.5 + 0.7 54 86.5 50 76.9 54 15.8 + 1.3 50 63.7 + 0.0 61 + 2.5

08 茨城 49 74.2 47 63.1 - 0.3 51 81.6 + 0.0 53 64.7 + 0.1 45 60.4 - 0.4 55 19.4 48 76.8 - 0.6 49 76.7 - 0.1 47 76.9 - 0.5 49 52.2 - 0.2 57 38.9 + 0.7 48 56.5 - 0.2 48 76.8 - 0.6 45 83.8 55 80.6 48 18.1 - 0.6 61 68.0 + 0.2 53 + 1.8

09 栃木 49 74.1 47 63.0 - 0.5 45 79.7 - 0.0 60 70.1 + 0.7 41 58.2 - 0.9 39 30.6 54 78.7 + 0.8 48 76.2 - 0.1 56 79.6 + 0.9 64 58.2 + 1.9 56 37.7 + 0.4 64 62.4 + 1.3 54 78.7 + 0.8 48 84.7 39 69.4 44 19.6 - 1.8 44 61.3 - 0.2 58 + 2.2

10 群馬 52 75.2 57 67.8 + 1.1 48 80.8 - 0.0 52 63.8 + 0.1 59 68.0 + 1.3 32 35.0 55 79.2 + 1.1 53 77.7 + 0.2 57 79.9 + 0.9 53 54.1 + 0.4 42 27.9 - 0.6 61 61.0 + 0.8 55 79.2 + 1.1 54 86.5 32 65.0 60 13.6 + 3.0 59 67.3 + 0.2 29 - 0.3

11 埼玉 53 75.7 50 64.4 - 0.0 49 81.0 - 0.0 54 65.8 + 0.1 48 62.1 - 0.1 57 18.4 52 78.2 + 0.6 54 78.1 + 0.3 51 78.2 + 0.3 51 53.3 + 0.2 48 32.3 - 0.2 53 58.2 + 0.3 52 78.2 + 0.6 54 86.3 57 81.6 53 16.2 + 0.9 59 67.4 + 0.2 50 + 1.5

12 千葉 54 76.1 53 66.1 + 0.3 56 83.3 + 0.0 63 72.5 + 0.4 47 61.5 - 0.2 57 18.3 53 78.3 + 0.7 53 77.9 + 0.2 52 78.5 + 0.4 46 51.2 - 0.6 52 35.1 + 0.2 45 55.3 - 0.5 53 78.3 + 0.7 49 84.8 57 81.7 48 18.0 - 0.6 58 66.7 + 0.2 57 + 2.1

13 東京 40 70.9 40 59.5 - 0.8 52 82.0 + 0.0 41 55.8 - 0.3 37 56.6 - 0.6 59 16.8 35 72.9 - 3.9 37 72.9 - 0.9 36 73.0 - 3.0 38 47.9 - 2.0 44 29.7 - 0.4 34 51.1 - 1.8 35 72.9 - 3.9 33 80.4 59 83.2 38 21.8 - 3.7 42 60.2 - 0.2 53 + 1.8

14 神奈川 50 74.5 49 64.3 - 0.0 62 85.2 + 0.1 61 71.2 + 0.3 38 57.1 - 0.5 64 12.9 45 75.9 - 1.4 52 77.5 + 0.1 43 75.4 - 1.5 48 52.0 - 0.3 60 40.6 + 0.7 42 53.9 - 1.0 45 75.9 - 1.4 41 82.6 64 87.1 44 19.3 - 1.6 57 66.6 + 0.2 59 + 2.3

15 新潟 54 76.2 38 58.7 - 1.0 28 74.6 - 0.1 27 44.7 - 1.2 57 66.8 + 0.3 57 18.2 57 79.8 + 1.9 44 75.0 - 0.5 62 81.7 + 2.3 61 56.9 + 1.7 47 31.7 - 0.2 63 62.0 + 1.4 57 79.8 + 1.9 60 88.2 57 81.8 54 15.9 + 1.2 48 62.8 - 0.1 56 + 2.0

16 富山 53 75.9 54 66.4 + 0.6 66 86.3 + 0.1 51 63.7 + 0.1 55 65.6 + 0.5 37 31.8 59 80.3 + 1.9 54 78.1 + 0.3 62 81.8 + 1.6 53 54.0 + 0.4 46 30.9 - 0.4 65 62.7 + 1.1 59 80.3 + 1.9 57 87.2 37 68.2 57 14.9 + 2.0 51 64.2 + 0.0 50 + 1.5

17 石川 52 75.3 54 66.4 + 0.5 55 82.8 + 0.0 53 64.7 + 0.1 54 65.1 + 0.4 40 29.9 55 79.2 + 1.2 55 78.4 + 0.5 56 79.8 + 0.8 52 53.4 + 0.2 45 30.2 - 0.6 67 63.4 + 1.2 55 79.2 + 1.2 49 85.0 40 70.1 44 19.5 - 1.8 61 68.2 + 0.4 47 + 1.2

18 福井 52 75.2 62 70.3 + 2.5 52 81.9 + 0.0 59 69.7 + 0.7 63 69.7 + 2.1 20 43.0 55 79.0 + 0.8 57 79.0 + 0.5 53 78.9 + 0.4 69 60.2 + 2.1 80 55.4 + 2.7 65 62.6 + 0.8 55 79.0 + 0.8 48 84.5 20 57.0 38 21.5 - 3.5 54 65.2 + 0.1 31 - 0.1

19 山梨 38 70.0 44 61.5 - 0.6 62 85.3 + 0.1 63 72.2 + 0.3 37 56.6 - 0.9 57 18.2 32 71.9 - 4.6 39 73.5 - 1.0 30 71.0 - 3.5 24 42.4 - 4.1 30 19.7 - 2.0 29 49.3 - 2.0 32 71.9 - 4.6 34 80.5 57 81.8 34 23.0 - 4.7 42 60.4 - 0.2 32 - 0.0

20 長野 56 77.1 52 65.4 + 0.2 58 84.0 + 0.0 49 61.9 - 0.0 52 64.2 + 0.2 52 21.4 59 80.3 + 2.2 60 80.1 + 1.0 58 80.4 + 1.3 47 51.5 - 0.4 49 33.2 - 0.1 52 57.9 + 0.2 59 80.3 + 2.2 56 86.9 52 78.6 57 15.0 + 1.9 56 66.3 + 0.2 43 + 0.9

21 岐阜 45 72.8 44 61.7 - 0.7 40 78.3 - 0.1 32 48.6 - 0.8 53 64.5 + 0.2 46 25.8 47 76.6 - 0.7 45 75.3 - 0.3 48 77.0 - 0.4 60 56.6 + 1.4 52 35.3 + 0.2 60 60.9 + 1.0 47 76.6 - 0.7 45 83.8 46 74.2 39 21.4 - 3.3 45 61.4 - 0.1 59 + 2.3

22 静岡 53 75.7 48 63.7 - 0.2 42 78.8 - 0.0 52 64.4 + 0.1 47 61.4 - 0.2 52 21.4 54 78.9 + 1.1 52 77.4 + 0.1 54 79.2 + 0.9 61 56.9 + 1.6 52 35.0 + 0.1 58 60.0 + 0.9 54 78.9 + 1.1 54 86.3 52 78.6 38 21.7 - 3.6 54 65.5 + 0.1 54 + 1.9

23 愛知 47 73.6 44 61.4 - 0.9 43 79.2 - 0.0 45 58.6 - 0.3 46 60.9 - 0.4 42 28.1 52 78.2 + 0.5 51 77.3 + 0.1 52 78.4 + 0.4 62 57.4 + 1.7 52 34.8 + 0.1 61 61.1 + 1.1 52 78.2 + 0.5 51 85.6 42 71.9 45 19.2 - 1.5 40 59.5 - 0.3 58 + 2.2

24 三重 49 74.4 47 63.0 - 0.4 42 78.9 - 0.0 41 56.1 - 0.4 51 63.6 + 0.1 42 28.3 54 78.8 + 0.9 50 76.9 - 0.0 55 79.5 + 0.9 61 57.0 + 1.5 39 26.0 - 0.7 64 62.2 + 1.3 54 78.8 + 0.9 56 87.0 42 71.7 51 17.0 + 0.3 49 63.3 - 0.0 52 + 1.7

25 滋賀 55 76.5 57 68.1 + 0.7 57 83.6 + 0.0 64 73.7 + 0.2 55 66.0 + 0.5 55 19.7 53 78.5 + 0.8 49 76.6 - 0.1 55 79.4 + 0.9 45 50.8 - 0.7 39 26.0 - 1.0 51 57.3 + 0.1 53 78.5 + 0.8 53 86.0 55 80.3 48 18.0 - 0.5 45 61.4 - 0.2 66 + 2.9

26 京都 39 70.4 46 62.4 - 0.7 45 79.9 - 0.0 40 55.3 - 0.3 48 62.3 - 0.2 36 32.4 40 74.2 - 2.2 40 73.9 - 0.8 40 74.5 - 1.3 32 45.7 - 2.3 43 28.7 - 0.7 37 52.3 - 0.9 40 74.2 - 2.2 40 82.2 36 67.6 40 21.0 - 3.0 43 60.9 - 0.2 57 + 2.1

27 大阪 40 70.8 46 62.7 - 0.5 57 83.5 + 0.0 44 58.4 - 0.2 48 61.9 - 0.3 42 28.5 39 74.0 - 2.5 40 73.8 - 0.6 39 74.1 - 1.9 45 50.7 - 0.7 48 32.3 - 0.1 44 54.7 - 0.6 39 74.0 - 2.5 35 80.9 42 71.5 38 21.5 - 3.4 37 58.3 - 0.4 48 + 1.4

28 兵庫 49 74.1 52 65.6 + 0.2 58 84.0 + 0.0 56 67.4 + 0.2 49 62.8 - 0.0 51 22.3 47 76.4 - 0.8 49 76.5 - 0.1 46 76.4 - 0.8 44 50.2 - 1.0 48 32.5 - 0.1 41 53.8 - 0.9 47 76.4 - 0.8 43 83.3 51 77.7 41 20.7 - 2.8 48 62.7 - 0.1 57 + 2.1

29 奈良 35 68.8 27 53.1 - 3.9 18 71.4 - 0.2 21 40.3 - 2.6 41 58.6 - 0.9 31 35.5 48 76.9 - 0.4 50 76.9 + 0.0 47 76.8 - 0.4 50 52.6 - 0.0 50 33.5 - 0.0 49 56.7 - 0.1 48 76.9 - 0.4 45 83.8 31 64.5 41 20.6 - 2.7 27 54.3 - 0.7 64 + 2.7

30 和歌山 37 69.8 43 61.3 - 1.2 49 81.1 - 0.0 49 61.5 - 0.1 45 60.3 - 0.9 30 36.7 42 75.0 - 1.6 34 72.0 - 1.1 46 76.6 - 0.5 45 50.7 - 0.6 55 37.4 + 0.4 44 54.6 - 0.5 42 75.0 - 1.6 40 82.4 30 63.3 49 17.8 - 0.4 39 59.2 - 0.3 62 + 2.5

31 鳥取 55 76.5 56 67.8 + 0.8 62 85.3 + 0.1 51 63.2 + 0.0 57 66.9 + 0.8 46 25.6 56 79.5 + 1.5 53 77.8 + 0.2 58 80.4 + 1.3 45 50.6 - 0.8 43 28.9 - 0.6 49 56.5 - 0.1 56 79.5 + 1.5 62 88.6 46 74.4 58 14.5 + 2.3 52 64.5 + 0.1 35 + 0.2

32 島根 59 78.0 61 70.3 + 1.1 63 85.5 + 0.1 52 64.0 + 0.0 62 69.3 + 1.0 54 20.1 58 79.9 + 1.9 62 80.6 + 0.9 56 79.6 + 1.0 49 52.3 - 0.2 60 40.9 + 0.9 44 54.9 - 0.6 58 79.9 + 1.9 59 87.8 54 79.9 64 12.3 + 4.1 62 68.5 + 0.5 30 - 0.2

33 岡山 46 73.0 49 64.2 - 0.1 48 80.9 - 0.0 49 61.6 - 0.1 52 64.0 + 0.2 32 35.1 50 77.4 - 0.1 50 76.9 - 0.0 50 77.6 - 0.1 63 57.8 + 1.7 65 44.6 + 1.1 61 61.3 + 0.9 50 77.4 - 0.1 51 85.6 32 64.9 55 15.5 + 1.5 44 61.3 - 0.2 34 + 0.1

34 広島 45 72.8 50 64.5 - 0.0 44 79.6 - 0.0 52 64.4 + 0.1 48 62.1 - 0.1 51 22.0 42 75.0 - 2.0 42 74.3 - 0.5 43 75.3 - 1.4 55 54.9 + 0.8 52 35.4 + 0.2 54 58.5 + 0.4 42 75.0 - 2.0 44 83.6 51 78.0 51 17.0 + 0.3 44 61.2 - 0.2 56 + 2.0

35 山口 54 76.0 51 65.0 + 0.1 41 78.5 - 0.1 57 68.4 + 0.3 48 62.3 - 0.1 51 22.3 55 79.1 + 1.2 48 76.3 - 0.2 57 80.2 + 1.4 51 53.0 + 0.1 33 21.7 - 1.3 57 59.6 + 0.7 55 79.1 + 1.2 59 87.9 51 77.7 63 12.6 + 3.9 53 65.0 + 0.1 50 + 1.5

36 徳島 21 63.6 28 53.6 - 3.9 34 76.4 - 0.1 40 54.8 - 0.9 27 50.9 - 2.7 32 35.3 23 69.1 - 5.4 18 66.9 - 2.1 27 70.2 - 3.3 35 46.7 - 1.9 37 24.3 - 1.0 38 52.6 - 0.9 23 69.1 - 5.4 34 80.5 32 64.7 36 22.3 - 4.1 21 51.6 - 0.8 42 + 0.8

37 香川 40 70.9 43 61.0 - 0.9 40 78.4 - 0.1 47 60.6 - 0.1 42 59.2 - 0.7 47 25.0 40 74.3 - 2.4 40 73.7 - 0.9 41 74.6 - 1.5 46 51.0 - 0.6 54 36.7 + 0.4 46 55.5 - 0.4 40 74.3 - 2.4 42 83.0 47 75.0 46 18.7 - 1.1 43 60.6 - 0.2 46 + 1.2

38 愛媛 40 70.9 40 59.7 - 1.7 34 76.5 - 0.1 45 58.5 - 0.3 41 58.5 - 1.1 33 34.4 48 76.9 - 0.4 54 78.1 + 0.3 45 76.1 - 0.6 50 52.9 + 0.1 54 36.6 + 0.4 54 58.7 + 0.3 48 76.9 - 0.4 58 87.5 33 65.6 51 16.8 + 0.4 47 62.3 - 0.1 38 + 0.5

39 高知 32 67.9 32 55.7 - 2.1 41 78.4 - 0.1 40 55.1 - 0.4 31 53.0 - 1.7 48 24.4 32 71.8 - 4.3 31 70.9 - 2.3 35 72.7 - 1.9 29 44.4 - 3.1 53 35.5 + 0.3 30 49.7 - 1.3 32 71.8 - 4.3 32 80.1 48 75.6 45 19.3 - 1.6 39 59.1 - 0.3 51 + 1.6

40 福岡 53 76.0 59 68.8 + 0.8 54 82.7 + 0.0 60 70.6 + 0.5 52 64.4 + 0.1 53 20.5 51 77.7 + 0.2 51 77.1 + 0.0 50 77.9 + 0.1 51 53.1 + 0.2 51 34.6 + 0.1 48 56.4 - 0.2 51 77.7 + 0.2 52 85.7 53 79.5 58 14.3 + 2.5 58 67.0 + 0.3 47 + 1.3

41 佐賀 61 78.7 56 67.4 + 0.4 39 78.0 - 0.1 48 61.0 - 0.1 57 66.9 + 0.3 61 15.0 60 80.5 + 2.6 54 78.2 + 0.3 61 81.5 + 2.3 67 59.6 + 2.9 65 44.4 + 1.4 67 63.6 + 1.9 60 80.5 + 2.6 58 87.6 61 85.0 61 13.2 + 3.4 63 69.1 + 0.4 56 + 2.0

42 長崎 56 76.8 61 70.3 + 1.3 50 81.3 - 0.0 56 66.9 + 0.2 62 69.6 + 0.9 51 22.4 54 78.7 + 0.9 58 79.5 + 0.7 52 78.3 + 0.3 37 47.6 - 1.9 39 26.0 - 1.0 40 53.3 - 1.0 54 78.7 + 0.9 61 88.3 51 77.6 64 12.1 + 4.3 54 65.4 + 0.2 54 + 1.9

43 熊本 54 76.3 61 69.9 + 1.5 49 81.1 - 0.0 61 71.1 + 0.7 59 67.9 + 0.9 42 28.5 54 78.9 + 1.0 53 77.8 + 0.2 55 79.3 + 0.8 61 57.2 + 1.6 53 35.9 + 0.2 63 62.0 + 1.2 54 78.9 + 1.0 56 87.1 42 71.5 61 13.3 + 3.3 59 67.4 + 0.4 44 + 1.0

44 大分 49 74.1 53 66.0 + 0.3 42 79.0 - 0.1 44 57.9 - 0.3 57 67.1 + 0.6 48 23.9 47 76.5 - 0.8 48 76.3 - 0.2 46 76.6 - 0.6 43 50.0 - 1.0 53 35.6 + 0.3 44 54.8 - 0.5 47 76.5 - 0.8 51 85.4 48 76.1 51 17.1 + 0.2 40 59.6 - 0.3 31 - 0.1

45 宮崎 60 78.3 52 65.5 + 0.2 38 77.6 - 0.1 51 63.2 + 0.0 53 64.7 + 0.2 55 19.4 62 81.2 + 3.0 59 79.7 + 0.6 62 81.8 + 2.4 51 53.1 + 0.2 48 32.3 - 0.2 53 58.1 + 0.3 62 81.2 + 3.0 71 91.2 55 80.6 67 11.2 + 5.0 50 63.6 - 0.0 41 + 0.7

46 鹿児島 68 81.3 67 72.9 + 1.8 49 81.1 - 0.0 64 73.7 + 0.8 65 70.8 + 0.9 50 22.6 70 83.7 + 4.8 64 81.3 + 1.0 71 84.6 + 3.8 72 61.6 + 3.4 74 51.0 + 1.9 69 64.1 + 1.9 70 83.7 + 4.8 64 89.3 50 77.4 68 10.9 + 5.2 62 68.5 + 0.4 48 + 1.4

47 沖縄 79 85.8 80 79.3 + 2.4 72 88.4 + 0.2 76 82.4 + 0.8 74 75.7 + 1.2 59 16.6 80 87.0 + 8.0 76 84.9 + 2.0 81 88.0 + 6.0 54 54.3 + 0.7 51 34.3 + 0.1 57 59.5 + 0.7 80 87.0 + 8.0 75 92.3 59 83.4 75 8.1 + 7.6 71 72.2 + 0.9 53 + 1.8

- 全体 - 74.6 - 64.6 - - 81.4 - - 62.6 - - 63.1 - - 22.8 - 77.5 - - 76.9 - - 77.8 - - 52.7 - - 33.8 - - 57.1 - - 77.5 - - 85.2 - 77.2 - 17.3 - - 63.6 - - + 1.5
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【参考】地域別ジェネリックカルテ（都道府県別） 

※1　地域別の集計は、医療機関および薬局の所在地に基づく。
※2　平成30年10月診療分の医科、DPC、調剤レセプトを対象とする。DPCについてはコーディングデータを集計対象とする。
※3　数量は、薬価基準告示上の規格単位毎に数えたもの。ただし、経腸成分栄養剤、特殊ミルク製剤、生薬、漢方を除く。
※4　ジェネリック医薬品使用割合は、数量ベース新指標にて算出。後発品数量 ÷（後発のある先発品数量＋後発品数量）
※5　医薬品の区分は、厚生労働省「各先発医薬品の後発医薬品の有無に関する情報（平成30年11月20日適用）」による。
※6　実質院内処方率として、医薬品処方数量に基づいて算出している。（院内処方医薬品数量）/（院内処方医薬品数量＋院外処方医薬品数量）
※7　実質一般名処方率として、一般名処方加算にヒモ付くレセプト数に基づいて算出している。（一般名処方加算1または2が存在する医科レセプトに、支部、記号、番号、性別、生年月日がヒモ付く調剤レセプトの数）/（調剤レセプトの数）
※8　一般名処方加算1が存在する医科レセプトに、支部、記号、番号、性別、生年月日がヒモ付く調剤レセプトのみを集計対象とする。
※9　実質院外処方率として、医薬品処方数量に基づいて算出している。（院外処方医薬品数量）/（院内処方医薬品数量＋院外処方医薬品数量）
※10　（調剤レセプトの加入者の都合で後発品を調剤しなかったコメントレコードのあるレセプト数）/（一般名処方加算が存在する医科レセプトに、支部、記号、番号、性別、生年月日がヒモ付く調剤レセプト数）
※11　国公費の記載のあるレセプトを集計対象とする。（地方単独公費のみのレセプトは集計対象外）
※12　厚労省「調剤医療費の動向～平成29年度版～」制度別後発医薬品割合（数量ベース）（都道府県別）より、協会一般と全保険者のジェネリック医薬品使用割合の差分。
※13　影響度は偏差値50からの差分が、県全体のジェネリック医薬品使用割合に与える影響を示す。例えば、影響度が+0.6ならば、当該指標が県全体のジェネリック割合を0.6ポイント引き上げていることを意味する。
　　　　影響度は、該当指標の全体平均からの差分に数量構成割合の比率を乗じて算出している。数量構成割合は地域によって異なるため、全体の影響度とその内訳の合計は必ずしも一致しない。
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 最 後 に … 

国民皆保険制度を維持する為の 

ひとつの方策として、 

ジェネリック医薬品の普及・拡大に 

『All  Tokyo』で協力して 

取り組んでいきましょう。 

どうぞ宜しくお願い致します。 

全国健康保険協会 東京支部 


